令和５年度 宮城県特別支援教育研究会知的障害教育専門部「第４４回研究協議会」
第1-Ａ分科会　要項（案）　テーマ「 特担をしている方などの情報交換 」記 録 用 紙

                           日時　令和5年８月２日　　 　　１３：１５～１４：４５　
場所　光明支援学校 小学部校舎 ２階 ２－５教室
進行　富谷市立日吉台小学校　　　草刈　由香先生
　記録　光明支援学校（事務局）　　　　　　加藤　航平＜ 分科会記録 ＞

・交流学級での働きかけについて(べったりつくorみまもる)
→寄って来ないでほしいという。子どもの希望があったりする。ずっと近くいてほしいと話す生徒もいる。
助けてほしい表情を見逃さない。
　クラス全体の支援に入る。

・支援計画の書式について（統一されていなくて困っている。他になにを書けばいいかわからない。）
→自治体で共有している。リタリコ(システム名)　統一されていて使いやすい。自治体で同じシステムなので助かっている。

・複式学級の過ごし方
→同じ課題(違う学年でも)一人で取り組めるもの。
　パーテションの活用する。個々にあった課題を用意する。（複数の手がある場合）
　パズル
　Chromeを、用いての課題学習
　トランプタワー

・自立活動はどんなことをしているか
→片付け　　
　すごろく

　生活単元学習はどんなことをしているか
→季節の飾り
　野菜を育てる。
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話題に挙げたい内容
・「交流学級での担任の働きかけについて」   　　白石市立白石第二小学校　伊藤　銘子　先生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 仙台市立六郷小学校　　　　田村　駿弥　先生

・「個別の教育支援計画，個別の指導計画作成の年間のスケジュールや様式」
・「生活単元学習や自立活動の内容についての情報交換」　　　　　　
　仙台市立野村小学校　　　高橋　典子　先生

・「交流学級との交流の持ち方について」
・「異学年で複数児童が在籍しているときの授業の進め方について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富谷市立日吉台小学校　草刈　由香　先生

・「複数の学年の児童を一人で担任する場合の授業の進め方について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登米市立登米小学校　　佐藤　裕志　先生

・「教科指導の在り方について」　　　　　　　　　　　　　
七ヶ浜町立亦楽小学校　高野久美子　先生

・「授業の作り方について」　　　　　　　　　　　　　　　　
白石市立福岡小学校　　梅津　景　先生
